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IGU-LUCC国際ワークショップ

「地球的・地域的土地利用／被覆変化」参加報告

岩崎 亘典地球環境部生態システム研究グループ生態管理ユニット

LUCC Land-Use and Land-Cover Changeとは、

土地利用／被覆変化 の頭文字で 地（ ） 、 （IGBP
球圏－生物圏国際協同研究計画）と （地IHDP

球環境変化の人間・社会的側面に関する国際研

究計画）との共同研究計画である。この計画の

主な課題は土地利用／被覆の復元と予測、土地

利用／被覆変化と環境との相互作用の解明、持

続的土地利用の検討である。この課題はグロー

バルスケールでの食料生産予測から、ローカル

スケールでの生物生息地保全まで、さまざまな

空間スケールで農業環境研究と深い関わりを持

っているといえる。

さて、今回のワークショップは国際地理学会

主催の国際会議のプレ会議として、国際地理学

会・土地利用／被覆変化委員会（ ）IGU-LUCC
ほかの主催でモスクワにて７月 日～ 日の18 20

日程で開催された。 日には、モスクワ市街18
地から約 に位置するゴルギー自然・歴史30km

保護区を訪れた。ここは野生生物の保護区とし

て保全されており、敷地内に小さいながらも博

物館が併設されている。同時に歴史保護区の名

が示すように、古代の住居跡や中世の墳墓、レ

ーニンが晩年を過ごした別荘まで様々な歴史遺

産や遺構も保護されており、モスクワ近郊の歴

史を縦断的に知ることができる。多様な自然と

歴史の構成要素を、個々にではなく総体として

とらえる視点は、様々な側面を持つ農業環境を

とらえる視点に通じるものがあるのではないだ

ろうか。

翌 月 日から２日間、モスクワ国立大学7 19

にて口頭およびポスター発表が行われた。筆者

はつくば近郊の阿見町における農村環境の土地

利用変化について発表した。会議全体では農業

関係以外の発表も多かったが、興味深く聴けた

Dr.のは農業環境に関する発表であった 特に。 、

のオーストリアの農村における物質Krausman

循環についての研究と、 博士のマルタ島Cyffka
とエルバ島の農村景観の比較研究は、筆者の発

表と同様に社会・経済的背景が自然環境や農業

環境に与える影響に注目したものであり、非常

。 、に興味深く聴けた 当たり前のことではあるが

洋の東西を問わず、同じ問題意識があることを

実感するとともに、これらの研究成果を比較す

ることにより、日本の農業環境の特徴をより深

く理解できるのではないかと感じた。

一方で、場所が違うと考え方、もしくは問題

意識が異なることもある。筆者の発表では、か

つて農村分布したススキ草地等の入会地が森林

に変化したことにふれたが、この現象が現在の

日本全国でも続いているかどうかを質問され

た。これは、ヨーロッパでは今でも牧草地など

が樹林地へと変化し、森林面積が増加している

ためらしい。このような問題意識の違いは、直

接話してみなければ分からない部分も多いと感

じた。

最後に。帰りの飛行機で隣の席に座られた方

に 「どのような研究をやっているのですか」、

と訪ねられた。それが正しい答えかどうか難し

いが「かつての 無駄のない農業 を、今の視“ ”

点で明らかにすること」とお答えしたところ、

大変興味を持って頂き 「是非、がんばってく、

ださい」とのお言葉を頂けた。今回の会議とは

全く関係ないことではあるものの、今後の研究

を進める上で、心強く、そして自分の責任を感

じる言葉であった。
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